
ゆあさ
議会だより

令和6年2月発行　No.93
発  行：和歌山県湯浅町議会
編  集：議会広報編集常任委員会
住  所：〒643-0002

　有田郡湯浅町大字青木668 ― 1
　TEL 0737 ― 64 ― 1118
　FAX 0737 ― 62 ― 4450

U R L ：https://www.town.yuasa.wakayama.jp/
e-mail ：gikai@town.yuasa.lg.jp

表紙
ジュニア駅伝競走大会に
向けて猛練習！！

▪決算認定特別委員会	 2～ 3
▪12月定例会	
　全員協議会等	 4～ 7
　一般質問（4人が登壇）	 8～12
▪議会活動	 13
▪賛否表・編集後記	 14

目次



2ゆあさ議会だより No.93
令和 6 年 2 月 1 日

11月特別委員会

11 月 8 日に決算認定特別委員会を開催し、9月定例会で継続審査となっていた令和 4年度
湯浅町各会計の決算認定について審査しました。

※決算認定特別委員会
地方自治法で定められている、その自治体の各会計のお金の使い方の実績である決算について、議

会が収入・支出が適法かつ正当に行われたかを確認し「認定」をするかどうかを審査するため設置さ
れる特別委員会です。

決算認定特別委員会

令和 4年度は
全会計合計で4 億 3,913 万円の黒字

主な基金の残高（年度末残高） 	 （単位：万円）

令和 3年度 令和 4年度 増　減

財政調整基金 15 億 7,192 18 億 1,404 2 億 4,212

都市計画事業基金 3億 904 3 億 2,423 1,518

ふるさとまちづくり基金 32 億 4,236 39 億 1,600 6 億 7,363

国民健康保険（事業基金） 4億 5,490 4 億 5,312 △ 178

介護保険（事業基金） 2億 618 2 億 3,209 2,591

すべての基金の合計 59 億 5,808 69 億 3,046 9 億 7,237

※主な基金を掲載しているため、合計に差が生じています。
※基金
　特定の目的のため資金を積み立て、その事業の財源とするための貯金のようなものです。
※財政調整基金
　災害などの不測の事態に備えるため、財政に余裕のある年度に積み立て、財源が不足する年度に活用する基金です。
※都市計画事業基金
　道路整備など、都市計画に基づく事業に必要となる財源を積み立てるための基金です。
※ふるさとまちづくり基金
　湯浅町に対していただいた、ふるさとまちづくり寄附金（ふるさと納税）を財源として積み立て、寄附された方の意
向に沿いながらまちづくりに活用するための基金です。

町債発行残高の内訳 	 （単位：万円）

令和 3年度 令和 4年度 増　減

合計現債高 111 億 2,338 114 億 9,897 3 億 7,558

町の負担とならない分 66 億 2,400 68 億 9,853 2 億 7,453

町負担分 44 億 9,938 46 億 43 1 億 104

※町債
　公共施設の建設等、多額の費用がかかる事業の財源として国や銀行等から借り入れる資金です。
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11月特別委員会

歳入　石油貯蔵施設立地対策等交付金　　546万 9千円

問 	 有田市の ENEOS 製油所がなくなったらもらえなくなる交付金なのか。
答 	 石油などの貯蔵量により算定され、交付されるものになっています。そのため貯蔵量

がゼロになれば交付金はもらえなくなります。

商工費　起業支援補助金　　決算額　200万円（予算額　500万円）

問 	 起業支援補助金の予算に対し余りが出ている。起業希望者に呼びかける等、PRは徹
底されているのか。

答 	 広報誌への掲載や、商工会と連携し、起業相談に来られた方へ案内するなどしています。
今後も引き続き広報していきたいと思います。

問 	 経常収支比率が 92.3％、前年度比 4.8 ポイントの増となっているが、この主な原因は何か。
答 	 給与制度改定による人件費増と借り入れの返済である公債費が上がっていることが主

な原因です。

※経常収支比率とは
　自治体に毎年経常的に入ってくる税などの収入のうち、どれだけの割合を人件費や公債費など、必ず
支払わなければいけないものに充てているかを示すものです。この数値が低いほど財政に弾力性があ
るとされます。

問 	 2025 年、2040 年が要介護者の給付費のピークと言われているが、町としての給付費
のピークの時期はいつを見込んでいるのか。

答 	 2025 年問題と言われる団塊の世代が 75 歳になられる年代ですが、実際に介護保険を
利用されるのは 80 歳を超えてからが多いので、町としては 10 年後ぐらいがピークに
なるのではないかと考えています。

要望 	 人口が減る中で、給付費が増える見込みということだが、物価上昇等生活への影響も
あるので、できるだけ保険料引上げを回避して欲しい。

問 	 経済対策やワクチン等、様々な新型コロナウイルス対策事業を行ってきたが、今後の
ために一定の総括が必要ではないか。

答 	 大切なことで、必要なことであると思いますので検討したいと思います。

主な質疑
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12月定例会

令和 5年第 4回定例会を 12 月 5 日から 15 日までの日程で開催
しました。
本定例会に提案された人事案件、条例改正、各会計補正予算な
ど、提案された諮問 3件、議案 20 件、報告 5件を原案の通り可決・
同意しました。

12 月 定 例 会

財政調整基金積立金	 1億 7,444万円
物価高騰対応重点支援給付金	 1億 4,700万円
町道栖原35号線道路改良工事
（岩盤掘削分）	 1,600万円
観光コンテンツ造成支援事業委託	 600万円

令和5年度一般会計補正予算

4億6,902万円

項　目 補正額 主な歳出の説明 補正後の額

議　 会　 費 38 給与改定に伴う人件費など 7,167

総　 務　 費 	1 億 8,730 財政調整基金積立金、旧図書館修繕料など 41 億 7,743

民　 生　 費 2億 370 物価高騰対応重点支援給付金、各給付費負担金
前年度精算分など 26 億 753

衛　 生　 費 462 新型コロナウイルスワクチン接種事業精算分な
ど 9 億 1,031

農林水産業費 486 農業集落排水事業出資金など 2 億 5,333

商　 工　 費 703 観光コンテンツ造成支援事業委託など 2 億 4,379

土　 木　 費 2,085 町道栖原 35 号線道路改良工事（岩盤掘削分）、
定住促進奨励金など 13 億 5,562

消　防　費 △ 628 湯浅広川消防組合負担金の減額など 4 億 8,123

教　育　費 2,500
生涯学習センター建設基本計画書作成等支
援業務委託、保護者連絡システム導入業務
委託など

7 億 9,776

災害復旧費 2,156 農地災害復旧付帯工事など 2 億 7,306

歳 出 合 計 4億 6,902 121 億 4,026
※	1　補正後の歳出合計は補正されていない項目も含めています。
	 2　主な項目を掲載しているため、合計に差が生じています。

（単位：万円）
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12月定例会

副町長選任同意

　引き続き、楠
くす

義
よし

隆
たか

氏を選任することに同意しました。
任期は令和６年１月１日から４年です。

（単位：万円）
令和５年度　各特別会計補正予算

項　目 補正額 説　　　明 補正後の額

国民健康保険事業 323 前年度補助金精算など 16 億 9,969
介護保険事業 664 給与改定に伴う人件費など 14 億 9,964
後期高齢者医療 1,268 前年度療養給付費等負担金精算分繰出金など 3億 6,596
農業集落排水事業 262 ポンプ場整備事業費 2,628
水道事業 154 給与改定に伴う人件費など 2億 8,552

全員協議会

一般会計予算

人事案件

保護者連絡システム導入業務委託　98万１千円

問 	 保護者連絡システムについて、現行のメールでは 100％連絡できているか。
答 	 セキュリティが厳しくなり、一部メールが届かないということがあったため、今回新

たにシステムを導入するものです。
要望 	 不審者情報等を保護者だけでなく、関係機関にも連絡が入るようにして欲しい。

斎場建替え事業　９億 796万 3千円（３か年）

問 	 斎場の建替え工事中の火葬は有田聖苑でしてもらうのか。
答 	 旧施設を残しながら工事をしますので、そのまま使用で

きます。

教育委員会委員任命同意

　引き続き、井
いの

上
うえ

栄
えい

次
じ

氏を任命することに同意しました。
任期は令和６年２月１日から４年です。

楠義隆氏

井上栄次氏
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12月定例会

選挙管理委員及び補充員の選挙

任期満了により、選挙管理委員に山
やま

﨑
さき

明
あきら

氏、竹
たけ

田
だ

悦
えつ

子
こ

氏、西
にし

邑
むら

木
き

久
く

美
み

氏、愛
あい

須
す

一
かず

弘
ひろ

氏が、
補充員に、大

おお

浦
うら

豊
とよ

幸
ゆき

氏、冨
と

上
かみ

将
まさ

基
き

氏、尾
お

﨑
ざき

博
ひろし

氏、中
なか

山
やま

尚
ひさ

子
こ

氏が議会の選挙において当選さ
れました。
任期は令和５年１２月２４日から４年です。

人権擁護委員候補者推薦につき意見を求める件

法務大臣より委嘱される人権擁護委員として、引き続き、平
ひら

林
ばやし

園
その

子
こ

氏、宮
みや

井
い

義
よし

和
かず

氏を、また、
新たに武

たけ

内
うち

ひとみ氏の３名を適任と答申しました。
任期は令和６年７月１日から３年です。

平林園子氏 宮井義和氏

職員の給与に関する条例の一部改正

国の人事院勧告による国家公務員の給与改定に準じて町職員の給与を改定する一部改正です。

国民健康保険税条例の一部改正

産前産後期間における国民健康保険税の減額措置を定める一部改正です。
要望 	 町独自の施策として減免の期間を延長して欲しい。

12 月定例会において、町議会に対し提出のありました以下の要望書につきまして、写しを
全議員に配布しました。
〇和歌山県腎友会からの要望書

主な条例等

要望書

武内ひとみ氏
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12月定例会

◯町道の廃止を求める件　　◯町道の認定を求める件

県道ネットワークの再編に伴い、町道の一部を県道とするため廃止し、県道の一部を町道とす
るため認定するものです。

要望 	 町の中を通っている参詣道である熊野古道
の保全整備については、町単独では負担が
大きくなるので、県道から町道に移管され
たあとも、県に協力を要請し、近隣市町と
ともに取り組んで欲しい。

その他の議案

現場視察を行いました

立石道標

なぎの里ゲートボール場 工事残土仮置場

町道栖原35号線道路町道栖原35号線道路

12 月定例会会期中に、町道栖原 35 号線道路改良工事現場と、その工事の残土仮置場及び改修中
のなぎの里屋根付きゲートボール場を視察しました。

※法令・安全基準等に十分留意して現場視察を行っています。
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12月定例会

令和５年第４回定例会一般質問

今定例会で一般質問を行った議員及び質問項目は次のとおりです。
次ページから各議員の質問について、それぞれ作成した内容を質問順に掲載しています。

これからの湯浅のために

久澄　顕人 議員 ……………………………………………………………… 11 ページ

●第９期介護保険事業計画について
●来年度当初予算について

赤井　洋子 議員 ……………………………………………………………… 9 ページ

●図書館蔵書の充実について
●役場窓口業務での難聴者、高齢者のサポートについて

石本　一也 議員 ……………………………………………………………… 10 ページ

●安心・安全なまちづくりについて
①総合センターの建替について　②隣保館の充実について　③湯浅町の組織構造について

三ツ橋 忠男 議員 …………………………………………………………… 12 ページ

●健康推進について
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質
問
① 

こ
こ
３
年
間
の
湯
浅
町
立

図
書
館
の
図
書
購
入
費
は
、

年
間
３
０
０
万
円
で
あ
る
。

書
店
で
も
気
付
く
が
、
今
、

本
１
冊
の
価
格
は
確
実
に
高

く
な
っ
て
い
る
。
調
べ
て
み

る
と
、
こ
こ
10
年
で
毎
年
価

格
は
上
が
り
、
10
年
前
と
比

較
す
る
と
平
均
１
５
９
円
値

上
り
し
て
い
る
。
と
い
う
こ

と
は
、
こ
の
予
算
で
購
入
で

き
る
冊
数
は
少
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
新
刊

図
書
の
棚
を
見
る
と
、
近
隣

の
図
書
館
に
比
べ
て
少
な
く

感
じ
る
が
、
新
刊
図
書
の
購

入
を
増
や
す
た
め
図
書
購
入

費
の
増
額
は
可
能
か
。

ま
た
、
古
く
な
り
色
あ
せ

た
本
を
新
し
い
本
に
替
え
な

が
ら
、
湯
浅
え
き
蔵
図
書
館

に
た
く
さ
ん
の
人
が
、
訪
れ

た
く
な
る
よ
う
、
更
な
る
工

夫
を
お
願
い
し
た
い
。
ま

た
、
小
学
校
、
中
学
校
の
図

書
館
の
整
理
と
充
実
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

	

答
弁（
教
育
長
） 

え
き
蔵
図
書
館
は
令
和
２

年
オ
ー
プ
ン
時
に
約
１
万
冊

の
蔵
書
を
追
加
以
降
、年
１
，

６
０
０
冊
購
入
を
し
て
い
ま

す
。
学
校
図
書
に
つ
い
て
は

小
学
校
５
校
に
司
書
２
名
、

中
学
校
に
１
名
配
置
、
子
ど

も
に
と
っ
て
本
と
の
出
会
い

は
大
切
で
あ
り
、
学
校
図
書

で
も
廃
棄
と
購
入
を
行
っ
て

い
る
中
、
蔵
書
を
充
実
さ
せ

た
い
と
い
う
声
が
あ
り
、
来

年
度
予
算
で
対
応
し
、
学
校

図
書
と
図
書
館
が
協
力
し
て

充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う

考
え
て
い
き
ま
す
。

	

要
望 

文
化
的
な
取
り
組
み
は
ど

う
し
て
も
後
回
し
に
さ
れ
が

ち
だ
が
、
町
民
の
た
め
、
子

ど
も
達
の
た
め
に
目
に
見
え

る
充
実
を
お
願
い
し
た
い
。

	

質
問
② 

日
本
の
難
聴
者
の
数
は

１
，３
０
０
万
人
、
高
齢
化

に
伴
い
今
後
ま
す
ま
す
増
え

る
と
見
込
ま
れ
る
。

今
、
各
地
の
自
治
体
で
耳

の
聞
こ
え
に
く
い
高
齢
者
や

難
聴
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
、
窓
口
に
軟

骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。
窓
口
で
の
対
応

で
個
人
情
報
を
守
り
、
ま
た

対
応
時
間
の
短
縮
に
も
繋
が

る
。
役
場
窓
口
へ
の
導
入
に

つ
い
て
考
え
を
聞
き
た
い
。

	

答
弁（
総
務
課
長
） 

現
在
、
耳
の
不
自
由
な
方

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
筆
談
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
職
員
の
マ
ス
ク
着
用
な

ど
で
、
聞
き
取
り
に
く
い
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
、
議
員
提
案
の
軟
骨
伝
導

イ
ヤ
ホ
ン
を
含
め
た
対
応
機

器
設
置
を
検
討
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

	

要
望 

感
染
症
予
防
の
た
め
、
マ

ス
ク
着
用
や
パ
ネ
ル
設
置
の
時

代
。
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
の
た
め

の
導
入
を
お
願
い
し
た
い
。

え
き
蔵
図
書
館
を
魅
力
あ
る
空
間
に

学
校
図
書
を
学
習
支
援
の
拠
点
に

赤井 洋子 議員

えき蔵図書館
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 石本 一也 議員

総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え・
隣
保
館
の
充
実

湯
浅
町
の
組
織
構
造
に
つ
い
て

こ
と
で
、町
民
の
更
な
る
人

権
意
識
を
高
め
、差
別
の
な

い
社
会
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

協
議
体
の
設
置
に
つ
き
ま

し
て
は
、様
々
な
メ
ン
バ
ー

で
組
織
す
る
こ
と
で
、地
域

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
町
全

体
の
問
題
と
い
う
こ
と
で
話

し
合
え
る
組
織
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

	

質
問
② 

各
隣
保
館
の
状
況
、と
り

わ
け
緊
急
度
が
高
い
野
下
出

水
文
化
会
館
の
今
後
の
計
画

を
教
え
て
頂
き
た
い
。

	

答
弁
（
町
長
） 

隣
保
館
に
つ
き
ま
し
て
は

地
元
と
も
十
分
協
議
し
、よ

り
効
率
的
な
事
業
運
営
方
法

を
模
索
し
、ソ
フ
ト
、ハ
ー
ド

	

質
問
① 

総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え

に
つ
い
て
は
、以
前
、関
係
部

局
で
検
討
を
進
め
る
と
回
答

頂
い
て
い
ま
す
。現
時
点
で

は
ど
う
い
っ
た
計
画
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、建
設

に
あ
た
っ
て
は
地
元
へ
の
説

明
は
も
と
よ
り
、協
議
体
で

の
十
分
な
協
議
が
必
要
で
あ

る
と
た
び
た
び
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。協
議
体
の
設
置

の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

	

答
弁
（
町
長
） 

新
た
な
施
設
は
、長
年
総

合
セ
ン
タ
ー
で
取
り
組
ん
で

き
た
隣
保
館
の
機
能
を
備
え

つ
つ
、地
区
内
外
の
人
が
集

い
、交
流
す
る
町
全
体
の
生

涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
す
る

の
両
面
か
ら
在
り
方
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

野
下
出
水
文
化
会
館
に
つ

き
ま
し
て
は
、老
朽
化
や
浸

水
区
域
に
位
置
す
る
な
ど
の

現
状
を
踏
ま
え
、今
後
の
方

向
性
を
示
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

	
要
望 

野
下
出
水
文
化
会
館
は
、

水
害
時
に
お
け
る
河
川
氾
濫

等
、非
常
に
危
機
感
を
持
っ

て
い
ま
す
の
で
、早
急
に
進

め
て
頂
き
た
い
。

	

質
問
③ 

自
治
体
業
務
が
多
様
化

し
、
町
の
各
部
署
で
も
様
々

な
課
題
が
あ
り
、
苦
労
さ

れ
て
い
る
状
況
で
、
指
揮

命
令
は
円
滑
に
な
さ
れ
て

い
ま
す
か
。
職
員
は
働
き

や
す
い
環
境
で
す
か
。
人

材
の
育
成
は
順
調
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
か
。
そ
れ

ら
を
管
理
監
督
す
る
の
は
、

管
理
職
の
方
で
し
ょ
う
が
、

私
が
見
る
限
り
本
当
に
大

変
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後

管
理
職
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
保
た
れ
る
の
か
、
ま

た
、
な
り
手
を
確
保
し
て

い
け
る
の
か
も
心
配
し
て

い
ま
す
。
限
ら
れ
た
人
員

の
中
で
最
大
限
の
役
割
が

果
た
さ
れ
、
業
務
を
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
る
た
め
に
は
、

私
が
従
前
か
ら
提
言
し
て

い
る
関
係
部
署
全
体
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
ポ
ジ

シ
ョ
ン
が
必
要
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

同
時
に
、
行
政
は
、
時
代

に
応
じ
た
新
し
い
事
業
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
ら
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
き
る
人
材
の
確

保
・
育
成
に
つ
い
て
も
急
務

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
か
。

	

答
弁
（
町
長
） 

現
在
、
副
町
長
、
総
務
課
、

政
策
企
画
課
と
出
先
機
関

で
、
状
況
報
告
や
課
題
等
を

出
し
合
う
等
、
週
一
回
会
議

を
開
い
て
、
共
通
認
識
を
図

り
な
が
ら
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
う
い
っ
た
方
法

を
通
し
て
、
課
題
解
決
に
向

け
取
り
組
む
こ
と
が
ご
指
摘

に
対
す
る
解
決
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
職
員
一
人
ひ

と
り
が
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
し
、
公
務
員
と
し
て
使
命

を
果
た
し
、
関
係
機
関
と
も

連
絡
を
取
り
な
が
ら
効
率
的

に
推
進
で
き
る
環
境
整
備
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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久澄 顕人 議員

介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
を

物
価
高
騰
対
策
・
移
動
支
援
の
予
算
化
を

予
防
お
げ
ん
き
教
室
30
名
。

今
後
も
老
人
大
学
や
老
人
ク

ラ
ブ
の
イ
ベ
ン
ト
等
あ
ら
ゆ

る
機
会
に
周
知
啓
発
に
努
め

て
い
ま
す
。

	

質
問
③ 

介
護
保
険
料
は
現
在
9

段
階
制
だ
が
、
さ
ら
な
る

細
分
化
を
行
う
べ
き
で
は
。

ま
た
9
期
の
介
護
保
険
料

の
引
き
上
げ
を
回
避
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

	

答
弁（
福
祉
副
課
長
） 

介
護
保
険
制
度
を
持
続

可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
、

一
定
の
負
担
を
お
願
い
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。細
分
化
に
つ
い
て
は
、計

画
策
定
委
員
会
に
て
検
討
し

ま
す
。

	

要
望 

介
護
保
険
料
引
き
上
げ
回

	

質
問
① 

第
9
期
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
の
進
捗
、
介
護
保
険

制
度
の
課
題
は
。

	

答
弁（
福
祉
副
課
長
） 

進
捗
状
況
は
、現
在
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
を
行
っ

て
お
り
、今
後
は
事
業
推
計

を
基
に
保
険
料
の
算
定
を
行

い
ま
す
。介
護
保
険
制
度
の

課
題
は
、今
後
予
想
さ
れ
る

厳
し
い
財
政
状
況
と
福
祉
人

材
の
不
足
で
す
。

	

質
問
② 

介
護
予
防
事
業
の
取
り
組

み
状
況
は
。

	

答
弁（
福
祉
副
課
長
） 

高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
事
業
の
参
加
者
86

名
、お
元
気
体
操
１
０
０
名
、

腰
痛
膝
痛
予
防
健
康
体
操
30

名
、認
知
症
予
防
フ
レ
イ
ル

避
・
段
階
の
細
分
化
、
低
所

得
者
へ
の
軽
減
制
度
導
入
を
。

	

質
問
④ 

来
年
度
当
初
予
算
編
成
方

針
を
問
う
。

	

答
弁（
町
長
） 

栖
原
ポ
ン
プ
場
の
改
築
事

業
、斎
場
建
替
え
事
業
な
ど

の
大
型
事
業
を
進
め
、少
子

化
対
策
・
子
ど
も
施
策
を
未

来
へ
の
投
資
と
考
え
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

	

質
問
⑤ 

移
動
支
援
に
つ
い
て
、
町

内
の
タ
ク
シ
ー
が
少
な
く
、

交
通
手
段
の
確
保
に
支
障
が

出
て
い
る
。
以
前
か
ら
の
進

捗
状
況
は
。

	

答
弁（
総
務
課
長
） 

県
や
事
業
者
と
相
談
し
、

特
区
の
活
用
や
実
証
実
験

も
検
討
し
て
い
ま
す
。タ
ク

シ
ー
事
業
者
や
近
隣
町
と
現

状
打
開
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
き
ま
す
。

	

質
問
⑥ 

物
価
高
騰
対
策
の
来
年
度

の
取
り
組
み
は
。

	

答
弁（
町
長
） 

こ
れ
ま
で
に
国
の
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、ク
ー
ポ
ン
券

事
業
、燃
油
高
騰
対
策
補
助

金
を
実
施
し
、一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。国
の
施

策
を
注
視
し
、湯
浅
町
に
あ
っ

た
対
策
を
考
え
ま
す
。

	

質
問
⑦ 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

来
年
度
の
方
策
は
。

	

答
弁（
町
長
） 

子
育
て
支
援
は
、数
年
前

と
比
べ
経
済
的
支
援
は
大
幅

に
拡
充
し
て
い
ま
す
。今
後
も

湯
浅
町
に
住
み
続
け
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
施

策
を
進
め
ま
す
。

	

質
問
⑧ 

今
後
の
町
財
政
の
見
通
し

を
問
う
。

	

答
弁（
総
務
課
長
） 

平
成
26
年
度
で
は
財
政

調
整
基
金
が
一
千
万
円
を
割

り
込
み
危
機
的
状
況
で
し
た

が
、そ
の
後
は
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
り
状
況
は
好
転
し
て
い

ま
す
。こ
こ
数
年
、地
方
債
残

高
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

の
で
、将
来
に
過
度
な
負
担

を
残
さ
な
い
よ
う
、行
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

	

要
望 　

◯
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
、

地
域
公
共
交
通
会
議
設
置
、

必
要
な
予
算
化
な
ど
、
移

動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

早
急
な
取
り
組
み
を
。

◯
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
、
事
業

者
支
援
、
給
付
金
な
ど
の

物
価
高
騰
対
策
の
予
算
化

を
。

◯
義
務
教
育
に
係
る
負
担
の

大
き
い
部
分
（
修
学
旅
行

費
、
学
用
品
な
ど
）
の
段

階
的
無
償
化
を
。
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質
問
① 

町
内
各
所
で
行
わ
れ
て
い

る
健
康
教
室
の
現
況
は
。
病

気
の
早
期
発
見
に
つ
い
て
、

各
種
健
康
診
断
の
受
診
率

は
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
一
回
以
上
の
接
種
率

は
。

	

答
弁（
健
康
推
進
課
長
） 

健
康
教
室
の
参
加
者
は
、

コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
半
減
し

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

受
診
率
は
令
和
４
年
度
32
．

６
％
で
県
平
均
よ
り
や
や
低

い
で
す
。
が
ん
検
診
は
全

国
、
県
よ
り
高
い
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
が
一
回
以
上
の
住
民
は
約

81
％
で
す
。

	

質
問
② 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
町
民
が
接

種
を
受
け
て
い
て
安
心
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
対
応
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
、
今
年
度
最
後
ま

で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
近
よ
く
耳
に
し
ま
す
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、
子
ど

も
の
頃
に
か
か
る
水
ぼ
う
そ

う
と
同
じ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因

と
し
て
、
神
経
痛
を
伴
う
病

気
で
す
が
、
50
歳
以
上
に
な

る
と
発
症
率
が
増
加
し
、
80

歳
に
な
る
と
三
人
に
一
人
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
、
費
用
が
高
額
と
な

る
た
め
、
県
内
で
も
、
補
助

制
度
を
創
設
す
る
自
治
体
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
湯
浅
町

で
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

が
ん
検
診
等
の
受
診
率
は

県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
一
部
体
操

教
室
に
つ
い
て
は
、
参
加
者

数
が
、
な
か
な
か
コ
ロ
ナ
禍

前
ま
で
戻
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
の
は
心
配
で
す
。
教

室
や
検
診
は
一
回
行
っ
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
継
続
し
て

参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

参
加
す
る
方
が
楽
し
い
、
ま

た
来
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

動
機
づ
け
や
、
マ
ン
ネ
リ
に

な
ら
な
い
工
夫
が
必
要
だ
。

ま
た
身
体
が
弱
く
な
り
、
病

気
の
心
配
を
し
始
め
る
前
か

ら
、
取
り
組
み
始
め
る
こ
と

が
肝
心
で
す
。
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

	

答
弁（
健
康
推
進
課
長
） 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
県

内
市
町
に
お
き
ま
し
て
も
接

種
費
用
を
補
助
す
る
自
治
体

が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
発

症
に
よ
る
神
経
痛
だ
け
で
は

な
く
、
合
併
症
や
後
遺
症
に

伴
う
医
療
費
、
労
働
へ
の
影

響
が
社
会
的
に
も
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
室
等
へ
の
参
加
促
進
に

は
野
菜
の
充
足
度
を
は
か
る

「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
」
や
筋
肉
量

や
身
体
の
年
齢
な
ど
を
計
測

し
た
り
す
る
機
器
等
、
方
法

を
研
究
し
ま
す
。

	

要
望 

帯
状
疱
疹
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
る
予
防
が
可
能
で
す
。

し
か
し
、
接
種
費
用
が
高
額
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
費
用
の
助
成
に

向
け
て
前
向
き
な
検
討
を
要

望
し
ま
す
。
体
操
教
室
へ
の
参

加
促
進
も
進
め
て
欲
し
い
。

ま
た
、
健
康
推
進
や
病
気

の
予
防
の
た
め
に
は
、
運
動

だ
け
で
は
な
く
、
食
事
も
大

切
で
す
。
地
元
に
は
身
体
に

よ
い
食
品
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
地
産
地
消
で
健
康
推

進
や
病
気
予
防
の
た
め
取
り

組
ん
で
頂
き
た
い
。

健康づくり事業
「貯筋ウォーキング」

出典：平成30年度鳥取県における少子化対策  等に関するアンケート調査結果より作成

健
康
推
進
に
つ
い
て

三ツ橋 忠男 議員
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議会活動

有田地方全議員研修会に参加しました

視察研修を行いました

議長全国大会に出席しました

10 月 25 日（水）に有田市で開催された、有田地方全議員研
修会に参加しました。和歌山医療スポーツ専門学校校長　尾

び

藤
とう

何
い

時
つ

夢
む

氏による講演を聴講しました。その後、広川町・有田川
町・有田市の各議員と情報交換し、交流を深めました。

11 月 10 日（金）・11 日（土）の２日間、視察研修として東京都国立市及び神奈川県横浜市を訪れ
ました。国立市では「国立市人権を尊重し多様性を認め合う平和なまちづくり基本条例」について
市のすべての施策が条例の理念に沿っているかの検討から始まっていること等について学びました。
横浜市ではパシフィコ横浜にて開催の「第９回ふるさとチョイス大感謝祭２０２３」を訪れ、湯浅
町のブースにおけるＰＲ状況や、他の参加自治体のＰＲ方法等について視察しました。

11 月 29 日（水）にNHKホール（東京都渋谷区）で
開催された、全国町村議会議長会主催の「第 67 回町
村議会議長全国大会」に横矢議長が出席しました。大
会では令和６年度国の予算編成及び施策に対する要望
等が決議されました。

国立市視察研修

ふるさとチョイス大感謝祭ふるさとチョイス大感謝祭
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委
員
長

久
澄
　
顕
人

副
委
員
長

赤
井
　
洋
子

委
　
　
員

山
本
　
年
哲

委
　
　
員

三
ツ
橋
忠
男

委
　
　
員

由
良
　
祥
治

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

新
年
を
迎
え
、
新
し
い
年
の
第
一

歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
た
矢
先
、
一

月
一
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、

甚
大
な
る
被
害
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
衷
心
よ
り
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、十
干
の
「
甲
」と
十
二
支

の
「
辰
」を
組
み
合
わ
せ
た
甲き
の
え
た
つ辰
で

あ
り
ま
す
。辰
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る

「
変
革
」や
「
激
動
」が
示
す
よ
う
に
時

代
が
大
き
く
動
く
年
に
な
る
や
も
知

れ
ま
せ
ん
。又
、辰
年
は
陽
の
気
が
動

い
て
万
物
が
振
動
す
る
の
で
、活
力
旺

盛
に
な
っ
て
大
き
く
成
長
し
、形
が
と

と
の
う
年
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
も
行
政
と
議
会
と
が
一
体
と

な
っ
て
町
民
の
皆
様
が
安
心
安
全
に
暮

ら
せ
る
、ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。（
由
良
　
祥
治
）

編

集

後

記

12月定例会賛否表

審
議
結
果

議案名等

赤
井
　
洋
子

久
澄
　
顕
人

松
本
　
光
成

石
本
　
一
也

山
本
　
年
哲

板
垣
　
善
夫

三
ツ
橋
忠
男

由
良
　
祥
治

横
矢
　
政
明

松
本
　
典
久

認定 令和 4年度一般会計決算認定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和 4年度国民健康保険事業特別会計決算認定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和 4年度駐車場事業特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和 4年度農業集落排水事業特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和 4年度介護保険事業特別会計決算認定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和 4年度後期高齢者医療特別会計決算認定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和 4年度水道事業会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
適任 人権擁護委員候補者推薦につき意見を求める件（3名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 副町長選任の同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 教育委員会委員任命の同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 水道事業給水条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 和歌山県市町村総合事務組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 有田郡老人福祉施設事務組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 和歌山県住宅新築資金等貸付金回収管理組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 和歌山県住宅新築資金等貸付金回収管理組合の財産処分に関する協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 町道の廃止を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 町道の認定を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 町道の変更を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 工事委託協定の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和 5年度一般会計補正予算（第 5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和 5年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和 5年度介護保険事業特別会計補正予算（第 2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和 5年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和 5年度農業集落排水事業会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和 5年度水道事業会計補正予算（第 2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（注）横矢政明議員は議長のため、裁決に加わらない。○は賛成、●は反対、－は退席


